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インクジェットプリンター TxF150-75/TxF300-75/TxF300-1600

お手入れのお願い
本機は非常に微細なメカニズムを持つ精密機械です。特にインクを吐出するヘッドのノズル面は、わずかなホコリや紙粉の付
着でも影響を及ぼし、正常なプリント結果を得られなくなる可能性があります。

より良い状態でご使用いただくために、以下のお手入れを日常行われることをお勧めします。

メンテナンスに関するご注意
• 定期的に交換しなければならない部品がありますので、保守契約をしていただくことをお勧めします。また品質

不良や事故を未然に防ぐために、定期的にメンテンスしたり、消耗品を交換したりしてください。

• 定期的に清掃してください。本機を長年使用していると、電気部品にゴミやホコリがたまってしまいます。漏電
による本機の故障や感電、もしくは火災につながるおそれがあります。

• エアブローなどエア吹き付けによる清掃はしないでください。飛散したゴミやホコリが電気部品に侵入して、本
機の故障や感電、もしくは火災につながるおそれがあります。柔らかい布に水で薄めた中性洗剤を含ませて、固
く絞ってからふき取ってください。もしくは、掃除機などで吸い取ってください。

• 本機の内部に液体が入らないようにしてください。本機の故障や感電、もしくは火災につながるおそれがありま
す。

• 汚れが目立つときは、柔らかい布に水で薄めた中性洗剤を含ませて、固く絞ってからふき取ってください。

• インクやメンテナンス液、廃インク、そのほか本機で使用されている液体を取り扱うときは、換気に十分注意し
て、必ず保護メガネ、手袋、マスクなどを着用してください。インクなどの液体が跳ねて、皮膚に付着したり、
目や口の中に入ったりするおそれがあります。

• プリントヘッドのノズル面には、絶対に触れないでください。また、水やアルコールを付着させないでください。
本機の故障や吐出不良（ノズル詰まり、飛行曲がりなど）の原因になります。

• ヘッドの周辺やキャリッジの周辺を清掃するときは、綿棒を使わないでください。綿棒の繊維がヘッドノズル面
に付着すると、吐出不良（ノズル詰まり、飛行曲がりなど）の原因になります。

• カバーにインクやメンテナンス液を付着させないでください。カバーの表面が変質したり、変形したりする原因
になります。

• ベンジン、シンナーや研磨剤の入った薬品は使用しないでください。部品が変質したり、変形したりする原因に
なります。

• キャリッジを手動で移動しないでください。キャリッジを移動したいときは、メニューからキャリッジアウトを
実行してください。
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メンテナンスの方法
本機の精度を保ちながら末永くお使いいただけるよう、使用頻度に応じて、または定期的にお手入れをしてください。

本機は非常に微細なメカニズムを持つ精密機械です。特にインクを吐出するヘッドのノズル面は、わずかなホコリや紙粉の付
着でも影響を及ぼし、正常なプリント結果を得られなくなる可能性があります。

より良い状態でご使用いただくために、以下のお手入れを日常行われることをお勧めします。

メンテナンスの項目とタイミング

メンテナンスに必要な道具

消耗品は、販売店、またはお近くの弊社営業所にてお買い求めください。消耗品は、弊社ウェブサイト（https://
japan.mimaki.com/supply/inkjet.html）にてご覧になれます。

タイミング 項目

毎日、作業が終わったとき

ワイパーとキャップの清掃

ワイパークリーナーの清掃

ワイパーインクガード の清掃

キャリッジ底面の清掃

メディアセンサーの清掃

メディア押さえの清掃

ジャムセンサーの清掃

1 週間に 1 回、作業が終わったとき

プラテンの清掃

外装のお手入れ

廃インクタンクについて

インク排出経路の洗浄

1 週間に 1 回、作業を始めるとき インクのメンテナンス

1 週間以上使わないとき 長期間使用しない場合

汚れた場合に交換または清掃する

排気 BOX フィルターの交換

CP パッドセットの交換

ピンチローラーの交換

• 子供が立ち入るおそれのある場所に保管しないでください。

• 本機専用のメンテナンス液をお使いください。



3

日常のお手入れ

インクのメンテナンス

使用不可インクエラーが発生しているカートリッジは早
めに交換してください。メンテナンスが実行できないと、
インクが沈降し、プリント品質が低下するおそれがあり
ます。ローカルモード画面から「ENTER」キーを押す
と、全てのカートリッジの状態を確認できます。

インクは定期的に振ってご使用ください。インクを定期
的に振らないと、インクが沈降し、プリント品質が低下
するおそれがあります。振る頻度はインクの種類、色に
より異なります。

振る頻度は以下のとおりです。振り方は 取扱説明書 
P.1-9「インクカートリッジを入れる」を参照してくださ
い。

ホワイトインク：40 回

• 電源オン状態で 24 時間が経過した場合

• 電源オン時にワーニングメッセージ “White カート

リッジを振ってください ” を表示した場合

その他の色：20 回

• 1 週間に 1 度、始業前に必ずメンテナンスを実行する

ワイパーとキャップの清掃

汚れたまま使い続けると、固まったインクやホコリの付
着したワイパーがノズル面を傷つけたり、インクの吸引
が正常にできなくなったりして、吐出不良（ノズル詰ま
り、飛行曲がりなど）のおそれがあります。

1 ローカルモード画面から [MENU] > [ メンテナ

ンス ] を選択して、[ENTER] キーを押す

• メンテナンスメニューが表示されます。

2 [ステーションメンテ] > [キャリッジアウト] > 
[ ステーションメンテ ] を選択して、

[ENTER] キーを押す

• キャリッジがプラテン上に移動します。

3 ワイパーを取り外す

• ワイパー両端の突起を持ち、引き抜きます。

4 ワイパーとブラケットを清掃する

• メンテナンス液を含ませたクリーンスティックま
たはピンセットを使って、付着したインクやホコ
リを拭き取ります。メンテナンス液が残らないよ
うに拭き取ってください。

• メンテナンスが実行できないため、出来るだけ
早くインクカートリッジを交換してください

（ 取扱説明書 P1-13 「インクを交換する」）。
• 4 カートリッジ増設オプションを設置している
マシンのホワイトインクカートリッジを長期間
( 一週間以上 ) 未交換の場合、起動時に ” 長期未
使用スロットあり ” が表示されます。このメッ
セージが表示される場合、REMOTE 画面へ移
行できません（ 取扱説明書 P.5-4「ローカ
ルで表示されるメッセージ」）。

• ホワイトインクは、3 日以上経過した場合、
100 回振ってください。

• ディスプレイに「循環中」と表示していたり、
LED が点滅しているときはインクカートリッ

ジを抜かないでください。

• ワイパー：プリントヘッドのノズル面に付着
したインクを拭き取ります。

• キャップ：プリントヘッドのノズル面を乾燥
から守る役割りがあります。

• ワイパーが変形していたり、固着したインク
が拭き取れない場合は、新しいワイパーに交
換してください。またワーニングが表示され
た場合は、新しいワイパーと交換してくださ

い（ 10 ページの「ワイパーを交換する」）。

• クリーンスティックの欠片が残らないように
清掃してください。欠片が残っていると、吐
出不良（ノズル詰まり、飛行曲がりなど）の
原因になります。

• ピンセットでワイパーを傷つけないように注
意してください。

＞ＰＢＴ＜

キャリッジ

突起

ワイパー

ブラケット
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5 ワイパースライダーを清掃する

• メンテナンス液を含ませたクリーンスティックを
使って、付着したインクやホコリを拭き取ります。メ
ンテナンス液が残らないように拭き取ってください。

6 ワイパーを元の位置に戻す

• ワイパー両端の突起を持ち、差し込みます。

7 キャップゴムとキャップケースを清掃する

• メンテナンス液を含ませたクリーンスティックまた
はピンセットを使って、付着したインクやホコリを拭
き取ります。メンテナンス液が残らないように拭き
取ってください。

8 清掃が終了したら、[ENTER] キーを押す

ワイパークリーナーの清掃

メンテナンス液を含ませたクリーンスティックまたはピン
セットを使って、付着したインクやホコリを拭き取ります。

ワイパークリーナーの清掃をする場合は、インクガード下
の部分を外して清掃してください。外し方はツメを押し、
手前に引いて取り外します。

• ピンセットでワイパーを傷つけないように注
意してください。

• キャップゴム及びキャップケースにインク乾
燥物が付着しているとクリーニング不良の原
因となります。

• キャップケースの突起部周辺にインク乾燥物
が残らないように注意してください。

ワイパースライダー

突起

キャップゴム

[TxF150-75]

突起部

キャップケース
( 赤色部：清掃エリア )

• チューブが抜けないように注意してください。

キャップゴム

[TxF300-75] [TxF300-1600]

突起部

キャップケース
( 赤色部：清掃エリア ２箇所 )

ワイパークリーナー

ツメ

インクガード
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ワイパーインクガード の清掃

メンテナンス液を含ませたクリーンスティックまたはピ
ンセットを使って、付着したインクやホコリを拭き取り
ます。

キャリッジ底面の清掃

キャリッジ底面は、ワイパーで拭き取ったインクが付着
しています。汚れたまま使い続けると、固まったインク
や付着したホコリがメディアをこすり付けて、成果物を
汚してしまう原因になります。

また、プリントヘッドは非常に微細なメカニズムを採用
しております。お手入れの際には十分な注意が必要です。

1 ローカルモード画面から [MENU] > [ メンテナ

ンス ] を選択して、[ENTER] キーを押す

• メンテナンスメニューが表示されます。

2 [ステーションメンテ] > [キャリッジアウト] > 
[ ヘッドメンテナンス ] を選択して、

[ENTER] キーを押す

• キャリッジがメンテナンススペースに移動しま
す。

3 メンテナンスカバーを開く

4 ヘッドの側面やキャリッジ底面に付着したイ

ンクなどを拭き取る

• メンテナンス液を含ませたクリーンスティックを
使って、付着したインクやホコリ、インク乾燥物
を拭き取ります。メンテナンス液が残らないよう
に拭き取ってください。

• クリーンスティックの欠片が残らないように
清掃してください。欠片が残っていると、吐
出不良（ノズル詰まり、飛行曲がりなど）の
原因になります。

• ヘッドのノズル部分は絶対にこすらないよう
にしてください。

ワイパーインク
ガード

メンテナンス液を含ませたクリーンスティックま
たはピンセットを使ってイラストの赤色部分のイ
ンクやホコリを拭き取ってください。

ＭＲ１４８Ｚ
Ｚ

ＭＲ１４８Ｚ
Ｚ

ヘッドの側面とガードプレートの縁（濃
い赤色部分）をクリーンスティックで清
掃します。

ノズル部分（絶対に触
らないでください）

クリーンスティックやピンセットまたはウエスで
清掃します。

[TxF150-75]
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5 清掃が終了したら、[ENTER] キーを押す

6 メンテナンスカバーを閉じて、[ENTER] キー
を押す

• 初期動作後、ローカルに戻ります。

NCU の清掃

NCU は、プリントヘッドのノズルから吐出インク滴をセ
ンサーで監視しています。汚れたまま使い続けると、ノズ
ルチェック機能が正常に動作しないおそれがあります。

1 ローカルモード画面から [MENU] > [ メンテナ

ンス ] を選択して、[ENTER] キーを押す

• メンテナンスメニューが表示されます。

2 [ステーションメンテ] > [キャリッジアウト] > [
ステーションメンテ ] を選択して、[ENTER]
キーを押す

• キャリッジがプラテン上に移動します。

3 NCU を清掃する

• メンテナンス液を含ませたクリーンスティックで、
付着したインクやホコリを拭き取ります。メンテナ
ンス液が残らないように拭き取ってください。

4 清掃が終了したら、[ENTER] キーを押す

インク排出経路の洗浄

インク排出経路のインク凝固によるインク詰まりを防止す
るため、定期的に（1 週間に 1 回程度）インク排出経路の
洗浄をしてください。

1 ローカルモード画面から [MENU] > [ メンテナ

ンス ] を選択して、[ENTER] キーを押す

• メンテナンスメニューが表示されます。

2 [ステーションメンテ ] > [ポンプチューブ洗浄 ]
を選択して、[ENTER] キーを押す

• キャリッジがプラテン上に移動します。

3 [ENTER] キーを押す

• キャップにメンテナンス液が満たされます（メンテ
ナンス液カートリッジが有効の場合）。

• キャップいっぱいにメンテナンス液が満たされて
いるかどうかを確認してください。

• [FUNC2] キーを押すとメンテナンス液を追加充填
することができます。

• ノズル部分は、絶対にこすらないでください。

• クリーンスティックの欠片が残らないように清
掃してください。欠片が残っていると、吐出不
良（ノズル詰まり、飛行曲がりなど）の原因に
なります。

ＭＲ１４８Ｚ
Ｚ

ヘッドの側面とガードプレートの縁（濃
い赤色部分）をクリーンスティックで清
掃します。

ノズル部分（絶対に触
らないでください）

クリーンスティックやピンセットまたはウエスで
清掃します。

[TxF300-75] [TxF300-1600]

ガードプレートの縁に溜まったインクなどを拭き
取ります。（赤矢印部）

• クリーンスティックは、イラストの位置まで挿
し込んでください。

＞ＰＢ
Ｔ＜
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4 [ENTER] キーを押す

• ポンプチューブ（キャップ下のインク排出経路）の洗
浄を開始します。

ヘッドノズルの洗浄

1 ローカルモード画面から[MENU] > [メンテナンス

] を選択して、[ENTER] キーを押す

• メンテナンスメニューが表示されます。

2 [ステーションメンテ] > [ノズル洗浄]を選択して、

[ENTER] キーを押す

• キャリッジがプラテン上に移動します。

3 ワイパーとブラケットを清掃し、[ENTER] キーを

押す

• 3 ページの「ワイパーとキャップの清掃」

4 キャップゴムを清掃し、[ENTER] キーを押す

• 3 ページの「ワイパーとキャップの清掃」
• このとき、自動的に排路が洗浄されます。

5 [ENTER] キーを押す

• キャリッジがプラテン上に移動して、キャップにメン
テナンス液が満たされます（メンテナンス液カート
リッジが有効の場合）。

• キャップいっぱいにメンテナンス液が満たされてい
るかどうかを確認してください。

• [FUNC2]キーを押すとメンテナンス液を追加充填する
ことができます。

6 放置時間を設定して、[ENTER] キーを押す

• 設定値 : 1 ～ 99 分（1 分単位）
• ノズル洗浄を実行します。キャップに満たしたメンテ
ナンス液を吸引します。

• ノズルの洗浄が終了すると、自動的にクリーニングを
実行します。

• メンテナンス液カートリッジが有効でない場
合、スポイトにメンテナンス液をとり、キャッ
プ一杯になるまで満たします。キャップからあ
ふれる寸前までメンテナンス液を満たしてくだ
さい。

[TxF150-75]

[TxF300-75] [TxF300-1600]

イラスト：TxF150-75

• メンテナンス液カートリッジが有効でない場
合、スポイトにメンテナンス液をとり、キャッ
プ一杯になるまで満たします。キャップからあ
ふれる寸前までメンテナンス液を満たしてくだ
さい。

• 本機能を何回か実行してもノズル詰まりが改善
されない場合は、販売店または弊社営業所にご
連絡（ サービスコール）ください。

イラスト：TxF150-75

イラスト：TxF150-75
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長期間使用しない場合

1 週間以上使用しない場合は、保管洗浄（ヘッドのノズルと
インクの排出経路を洗浄）をしてから、本機を保管してくだ
さい。

2 日以上放置する場合は、（環境温度によらず）使用前に必ず
「キャップ縁」、「ワイパー」、「キャリッジ下面」の清掃を
行ってください。

保管前作業終了後、インク残量が十分にあることを確認した
上で、本機を放置してください。残量が 3 分の 1 以下の場
合、インク残量を計測し、インク重量入力を行ってください

（   取扱説明書 P.3-10「インクカートリッジの重量を補正
する」）。

1 ローカルモード画面から[MENU] > [メンテナンス

] を選択して、[ENTER] キーを押す

• メンテナンスメニューが表示されます。

2 [ ステーションメンテ ] > [ 保管洗浄 ] を選択して、

[ENTER] キーを押す

• キャリッジがプラテン上に移動します。

3 ワイパーとブラケットを清掃し、[ENTER] キーを

押す

• 3 ページの「ワイパーとキャップの清掃」

4 キャップゴムを清掃し、[ENTER] キーを押す

• 3 ページの「ワイパーとキャップの清掃」
• このとき、自動的に排路が洗浄されます。

5 [ENTER] キーを押す

• キャリッジがプラテン上に移動して、キャップにメン
テナンス液が満たされます（メンテナンス液カート
リッジが有効の場合）。

• キャップいっぱいにメンテナンス液が満たされてい
るかどうかを確認してください。

• [FUNC2]キーを押すとメンテナンス液を追加充填する
ことができます。

6 放置時間を設定して、[ENTER] キーを押す

• 設定値 :1 ～ 99 分（1 分単位）
• ノズル洗浄を実行します。キャップに満たしたメンテ
ナンス液を吸引します。

• ノズルの洗浄が終了すると、自動的にクリーニングを
実行したあと、キャップにメンテナンス液が満たされ
ます。

• キャップいっぱいにメンテナンス液が満たされてい
るかどうかを確認してください。

• [FUNC2]キーを押すとメンテナンス液を追加充填する
ことができます。

7 [ENTER] キーを押す

• ポンプチューブ（キャップ下のインク排出経路）の洗
浄を開始します。

• メンテナンス動作が正常に実行されないとホワ
イトのノズルが抜けやすい傾向にあります。作
業終了後、インク残量が十分にあることを確認
した上で本機を待機させるようにしてくださ
い。

• 廃インクタンクが 90% 以上になるとオートメ

ンテナンスが動作しません。長期間 ( 一週間以

上 ) 使用しない場合には、廃インク蓄積量に関

わらず廃インクタンクの交換を実施してくださ

い（ 14 ページの「廃インクタンク確認ま

たは廃インクタンク交換のメッセージが表示さ
れたら」）。

清掃に必要な道具

 [ ニアエンド ]、[ インクエンド ] は表示していませんか？

• 洗浄動作の際に、メンテナンス液やインクを吸引します。

このとき、エラーが発生していると洗浄ができません。新

しいインクに交換してください。

イラスト：TxF150-75

• メンテナンス液カートリッジが有効でない場
合、スポイトにメンテナンス液をとり、キャッ
プ一杯になるまで満たします。キャップからあ
ふれる寸前までメンテナンス液を満たしてくだ
さい。

• メンテナンス液カートリッジが有効でない場
合、スポイトにメンテナンス液をとり、キャッ
プ一杯になるまで満たします。キャップからあ
ふれる寸前までメンテナンス液を満たしてくだ
さい。

• 主電源を切らないでください。主電源を切って
いると、オートメンテナンス機能（ノズル詰ま
り防止機能やインク排出経路の清掃機能など）
が実行することができません。吐出不良（ノズ
ル詰まり、飛行曲がりなど）の原因になりま
す。

• プラテン上にメディアをセットしたまま放置し
ないでください。メディアが波打つ原因になり
ます。

イラスト：TxF150-75

イラスト：TxF150-75

イラスト：TxF150-75
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メディアセンサーの清掃

背面側のリアカバーとキャリッジ底面に、メディアセン
サーが付いています。センサーにホコリやゴミがたまる
と、メディアの誤検出の原因になります。綿棒や柔らか
い布で取り除いてください。

キャリッジ底面のセンサーを清掃するときは、キャリッ
ジをメンテナンススペースまで移動させて清掃してくだ
さい。

メディア押さえの清掃

汚れたまま使い続けると、メディアが正しくフィードで
きなくなります。また、固まったインクや付着したホコ
リがヘッドノズル面をこすり付け、吐出不良（ノズル詰
まり、飛行曲がりなど）の原因になります。

プラテンの清掃

汚れたまま使い続けると、メディアが正しくフィードで
きなくなります。また、固まったインクや付着したホコ
リがヘッドノズル面をこすり付け、吐出不良（ノズル詰
まり、飛行曲がりなど）の原因になります。

• ワーニングメッセージ “ 廃インクタンク確認 ”
または、“ 廃インクタンク交換 ” が表示された

場合、廃インクタンクを確認してください

（ 14 ページの「廃インクタンク確認または

廃インクタンク交換のメッセージが表示された
ら」）。

• 本機を使用しないときはクランプレバーを上げ
て、ピンチローラーとグリッドローラーを離し
ておいてください。ピンチローラーを下げたま
ま長時間放置すると、ピンチローラーが変形す
る原因になります。ピンチローラーが変形する
と、メディアを正常にフィードできなくなるお
それがあります。

• メディアセンサー付近にあるカッターには触ら
ないでください。刃先が鋭利になっているため、
怪我の原因となります。

• センサーの清掃には、溶剤は絶対にお使いにな
らないでください。

• 汚れが激しいときは、柔らかい布に水で薄めた
中性洗剤を含ませて、固く絞ってからふき取っ
てください。

ＭＲ１４８
ＺＺ

メディアセンサー

本機背面

キャリッジ底面

メディアセンサー

• 主電源を切って電源ケーブルを抜いてからメン
テナンスをしてください。

• 主電源を切って電源ケーブルを抜いてからメン
テナンスをしてください。

• 本機の内部に液体が入らないようにしてくださ
い。本機の故障や感電、もしくは火災につなが
るおそれがあります。

• 汚れが激しいときは、柔らかい布に水で薄めた
中性洗剤を含ませて、固く絞ってからふき取っ
てください。

• プラテンの温度が十分下がってから清掃してく
ださい。

• メディア押さえをスライドする溝やメディア
カットする溝は、特にごみがたまりやすい場所
です。丁寧にごみを取り除いてください。

メディア押さえ
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外装のお手入れ

本体の外装が汚れた場合は、柔らかい布に水で薄めた中性

洗剤を含ませて、固く絞ってからふき取ってください。

ジャムセンサーの清掃

キャリッジ側面に、ジャムセンサーユニットが付いてい
ます。汚れたまま使い続けると、固まったインクや付着
したホコリがメディアをこすり付けて、成果物を汚して
しまう原因になります。

消耗品の交換
消耗品は、販売店、またはお近くの弊社営業所にてお買
い求めください。消耗品は、弊社ウェブサイトにてご覧
になれます。https://japan.mimaki.com/supply/inkjet.html

ワイパーを交換する

ディスプレイにワーニングメッセージ “ ワイパー交換 ”
が表示されたら、ワイパーを交換してください。また、
スライダー下面に付着したインクの清掃をしてください。

1 ローカルモード画面から [MENU] > [ メンテナ
ンス ] を選択して、[ENTER] キーを押す

• メンテナンスメニューが表示されます。

2 [ ステーションメンテ ] > [ ワイパー交換 ] を選

択して、[ENTER] キーを押す

• キャリッジがプラテン上に移動します。

3 ワイパーを取り外す

• ワイパー両端の突起を持ち、引き抜きます。

4 ワイパースライダーを清掃する

• メンテナンス液を含ませたクリーンスティックを
使って、付着したインクやホコリを拭き取ります。
メンテナンス液が残らないように拭き取ってくだ
さい。

• 本機の内部に液体が入らないようにしてくださ
い。本機の故障や感電、もしくは火災につなが
るおそれがあります。

ジャムセンサー

• ワイパー交換のワーニングが表示された場合、
ワイパーフィルム先端部にキズや毛羽立ち等が
ないか確認してください。ワイパーフィルム先
端部にキズや毛羽立ちがない場合は、そのまま
お使いになれます。

＞ＰＢＴ＜

キャリッジ

突起

ワイパースライダー
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5 新しいワイパーを差し込む

• ワイパー両端の突起を持ち、差し込みます。

6 [ENTER] キーを押す

• 初期動作後、ローカルに戻ります。

排気 BOX フィルターの交換

排気ファンフィルターの状態を確認して、汚れが激しい
ときは交換してください。

1 排気ファン BOX を外す

• 手前のツメを押して外します。

2 排気ファン BOX に新しい排気ファンフィル

ターをセットする

• 排気ファン BOX のツメのすき間に排気ファン
フィルターを差し込みます。

3 排気 BOX を元の場所にセットする

• 排気 BOX 奥側のツメを本体に引っかけてから、手
前側をはめ込みます。

CP パッドセットの交換

CP パッド表面に、スポンジが隠れる程度 * のインク膜
や溜まりがある場合は、CP パット表面をスティックで
なぞってインクを除去してください。

なぞっても取れない状態や、メディアにボタ落ちなどが
みられる場合には、新しいキャップ吸収材に交換してく
ださい。

1 ローカルモード画面から [MENU] > [ メンテナ

ンス ] を選択して、[ENTER] キーを押す

• メンテナンスメニューが表示されます。

2 [ステーションメンテ] > [キャリッジアウト] > 
[ ステーションメンテ ] を選択して、

[ENTER] キーを押す

• キャリッジがプラテン上に移動します。

3 CP パッドセットを外す

• 手前のツメを押し上げて外します。

4 新しい CP パッドセットをセットする

• Cスライダーの奥側のスリットに CPパッドセッ
トのツメを挿し込んでから、手前のツメをはめ込
んでください。

• 排気ファン BOX の汚れが激しいときは、新しい

排気ファン BOX に交換してください。

突起

排気ファンフィルタ

排気ファン BOX

* スポンジが隠れる程度の例

〇：スポンジの目が見える ｘ：スポンジの目が見えない

CP パッドセット

イラスト：TxF150-75
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5 交換が終わったら、ワイパーを手動で奥に戻

す

6 電源を入れる

• キャリッジがステーションに戻ることを確認して
ください。

ピンチローラーの交換

一定距離使用すると、ピンチローラーの消耗により、プ
リント成果物にローラー痕が残る可能性があります。
ローカル画面に、" ピンチローラーを交換してください。
" のメッセージが表示されたら、速やかに交換を行って
下さい。

その他、汚れが気になる場合や、摩耗が著しい場合も同
様に交換を行って下さい。

1 クランプレバーを上げる

2 ピンチローラーを固定している O リングを外

す

3 ピンチローラーを外す

4 O リングとピンチローラを交換する

5 ピンチローラーをセットして、O リングで固

定する

6 電源を入れる

7 ローカルモード画面から [MENU] > [ メンテナ

ンス ] > [ ピンチローラー交換 ] を選択して、
[ENTER] キーを押す

• 実行すると、交換メッセージが消えます。

• 主電源を切って電源ケーブルを抜いてからメン
テナンスをしてください。

• メンテナンス液やアルコール等は使用しないで
ください。

CP パッド Assy

ツメ

C スライダー

押して、ツメをロック

• 部品が小さいので、すき間に落下させないよう
に注意してください。

O リング

ピンチローラ
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吹付ファンフィルターの交換

吹付ファンフィルターが汚れたときは交換してください。

1 ファンフィルターカバーを外す

• ファンフィルターカバーのツメを外側に押して、
カバーを手前に引っぱります。

2 フィルターを外す

3 新しいフィルターとファンフィルターカバー

をセットする

• ファンフィルターカバーは、ツメがカチッと音が
するまではめ込みます。

カッター刃の交換

刃先が欠けたり切れ味が悪くなってきたら、新しいカッ
ターに交換してください。

1 ローカルモード画面から [MENU] > [ メンテナ

ンス ] を選択して、[ENTER] キーを押す

• メンテナンスメニューが表示されます。

2 [ステーションメンテ] > [キャリッジアウト] > 
[ ステーションメンテ ] を選択して、

[ENTER] キーを押す

• キャリッジがプラテン上に移動します。

3 カッターを交換する

(1) カッターのネジを緩める

(2) カッターを外す

(3) 新しいカッターをセットする。

(4) ネジを締めて固定する。

4 [ENTER] キーを押す

• 主電源を切って電源ケーブルを抜いてからメン
テナンスをしてください。

• カッターの刃先を触らないでください。ケガを
するおそれがあります。

ツメ

ファンフィルタカバー

吹付ファンフィルター

• 子供が立ち入るおそれのある場所に保管しない
でください。

• キャリッジを手動で移動できます。交換しやす
い位置にゆっくり移動させてください。

＞ＰＢＴ＜

キャリッジ

ネジ

カッターユニット
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廃インクタンクについて
ヘッドクリーニングなどで使用したインクは、本機右下
にある廃インクタンクにたまります。

本機はインクの排出量をカウントして、規定値になると
ディスプレイに ” 廃インクタンク確認 ”、または ” 廃イン
クタンク交換 ” が表示されます。廃インクタンクを交換
する目安としてお使いください。

廃インクタンク確認または廃インクタ
ンク交換のメッセージが表示されたら

ローカルでの確認メッセージ

1 ディスプレイに “ 廃インクタンク確認 ”、また
は ” 廃インクタンク交換 ” が表示される

2 廃インクタンクを確認する

• 実際の量と誤差がある場合、[][] を押して補正
します。

• 80% 未満に補正して [ENTER] キーを押すと、メッ
セージが消えます。

• 実際の量と誤差がなく、廃インクタンクを交換（廃
棄処分）する場合は、 14 ページの「廃インク
タンクを交換する」を実施してください。

廃インクタンクを交換する

1 ローカルモード画面から [MENU] > [ メンテナ

ンス ] を選択して、[ENTER] キーを押す

• メンテナンスメニューが表示されます。

2 [ 廃インクタンク交換 ] を選択して、[ENTER]
キーを押す

3 廃インクタンクストッパーを手前に引く

4 廃インクタンクの取っ手を持ち、手前に引い

て取り出す

5 新しい廃インクタンクをセットする

6 廃インクタンクストッパーを閉じる

7 [ENTER] キーを押す

• 廃インク排出量が初期化されます。

• ” 廃インクタンク交換 ” が表示されている場合、

オートメンテナンスが動作しません。速やかに
タンク内の廃液を確認しエラーを解消してくだ
さい。

• 2L タンクの 80%（1.6L）と 90%（1.8L）で以

下のメッセージを表示します。

80％（1.6L）： 廃インクタンク確認

90％（1.8L）： 廃インクタンク交換

• 廃インクタンクの液量はこまめにご確認くださ
い。廃インクを廃棄せずに本機を使用し続ける
と、廃インクタンクから廃インクがあふれ出る
おそれがあります。

廃インクタンク

ストッパー

• 取り外した廃インク
タンクにキャップを
はめて、テープなど
を使用して廃インク
が漏れないように処
理する。

• 廃インクは、産業廃棄物処理業者に処理を依
頼してください。

廃インク

タンク

キャップ

新しい廃インク

タンク 
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プリン ト不良の例
ホコリなどを原因として発生するヘッド（ノズル）の吐出不良が、プリントに及ぼす代表的な例を示します。このよう
な状態で使用しないように、プリント前やプリント中に定期的にノズルの状態を確認してください。ノズルの状態は、
本機の「テストプリント」で確認できます。

• ヘッド面に結露が発生する場合吐出不良が発生す
る恐れがあります。 

　結露が発生する場合は以下を試してみて下さい。

1. 室温を上げる。

2. ヒーターの温度を下げる。

3. トップブロワを ON にする。

4. インク濃度を下げる。

1
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1. 飛行曲がり 2. ノズル抜け 3. ボタ落ち

4. しぶき 5. 空気の混入
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ノズル吐出不良の回復方法

本機を長時間使用しなかった場合や環境温度によっては、ノズルの吐出が不安定になる場合があります。ノズルを回復
させるために以下の方法があります。

上記イラスト 1 ～ 4 の症状の場合

ホワイトのノズル抜けやノズル吐出不良が多い場合の回復方法

1. 日ごろのお手入れ
 本書に記載されている箇所を清掃してください。

2. ヘッドクリーニング（ノーマル / ハード）をする
 ノーマルクリーニングを数回繰り返してもノズル抜けがなくならない場合

は、ハードクリーニングを実施してください。

テストプリントして
確認する

ノズル抜け等が改善しない場合

3. インク充填（ノーマル or ハード）をする
 クリーニングで復旧しない場合は、ノーマルまたはハードのインク充填を

実施してください。

テストプリントして
確認する

ノズル抜け等が改善しない場合

4. ヘッドノズルの洗浄をする
 ヘッドノズルの洗浄をしてください。メンテナンス液の放置時間は [1 分 ] 

にします。

テストプリントして
確認する

ノズル抜け等が改善しない場合

5. 再度、ヘッドノズルの洗浄をする
 メンテナンス液の放置時間を [10 分 ] にして、ヘッドノズルを洗浄してくだ

さい。

テストプリントして
確認する

• 高温環境下でのプリントでノズル状態が悪化する場合は、オートクリーニングの設定値を [ レベル ] に変更し、[
中 ] または [ 高 ] に変更してください。

• 以上の回復方法を試してもノズル抜けが回復しない場合は、販売店または弊社営業所、コールセンターにお問い
合わせください。

1. 日ごろのお手入れ
 本書に記載されている箇所を清掃してください。

2. ヘッドクリーニング（ノーマル / ハード）をする
 ノーマルクリーニングを数回繰り返してもノズル抜けがなくならない場合

は、ハードクリーニングを実施してください。

テストプリントして
確認する

ノズル抜け等が改善しない場合

3. ホワイト復旧 ノーマル または ホワイト復旧ハード をする
 クリーニング（ノーマル / ハード）で復旧しない場合は、ホワイト復旧ノー

マル または ホワイト復旧ハードを実施してください。

テストプリントして
確認する

ノズル抜けが改善しない場合

4. マシン設定を変更する
 マシン設定の循環レベルを [OFF] に変更してください。

テストプリントして
確認する

吐出不良（ボタ落ち）が発生する場合

5. マシン設定を変更する
 ノズル面からインク滴が落ちるなどの症状がある場合のみ、マシン設定の循

環レベルを [Lv.1] または [Lv.2] に変更してください。

 テストプリント後にノズル抜けが発生する場合は、レベルを下げてください。

テストプリントして
確認する

• テストプリントを行うと ” ノズル抜けは解消しましたか ” とメッセージが表示される場合があります。

　ノズル回復作業を補助するためのメッセージです。

　状態に応じて＜＞キーを押してください。





https://japan.mimaki.com/

テクニカルコールセンター

 0120-106-114
お問い合わせ時間 : 午前 9:00 より午後 5:00 まで

営    業    日 : 月曜日から金曜日まで ( 祝祭日を除く )

お問い合わせ先

本書の最新版は、弊社ホームページからもダウンロードできます。
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